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平成２０年１１月 ２６日

「第３回 手取川懇談会」を開催します。
～手取川の河川整備の進め方について、有識者との意見交換～

手取川の河川整備は平成 18 年 12 月に策定した「手取川水系河川整備計画」に基づ
き進めておりますが、具体的に整備を進めるに当たって、有識者の方々から意見や助言
を頂く手取川懇談会を組織して進めています。

手取川懇談会は、利害を超えて公平な立場で客観的な議論をしていただくことを目的
として構成された、手取川に造詣が深い「旧手取川水系流域委員会」の委員の方々にお
願いしています。

今回は、平成 19 年 11 月 12 日（第 2 回）に続き開催します。今後も年に１回程の
開催を目指し、手取川の河川整備事業の適切な実施に努めていきたいと考えています。

記

１．日 時 平成２０年１１月２８日（金）９：３０～１１：３０

２．場 所 金沢河川国道事務所 ２Ｆ会議室

３．議事次第 １）開会挨拶
２）出席者紹介
３）懇談会

・手取川の流況
・平成 20 年度事業計画
・自然再生事業（石の河原の再生）について
・自然再生基礎調査について
・試験フラッシュについて
・川で学ぼう

４）閉会挨拶

４．資 料 ①手取川懇談会の設立趣意書
②手取川懇談会出席者名簿

５．傍 聴 本懇談会は、報道関係者及び一般の方々の傍聴が出来ます。当日は９:15 ま

でにお集まり下さい。傍聴に当たっては懇談会の運営を速やかに行うため、係

員の指示に従ってください。

なお、当会場での撮影（テレビカメラ・スチールカメラ）は、３）懇談に入

ってからはご遠慮下さい。

記者発表資料

扱い 配布を持って解禁

【問い合わせ先】

国土交通省北陸地方整備局 金沢河川国道事務所

調査第一課長 氏 名 森田 賢治

ＴＥＬ ：０７６-２６４-８８００（代表）

発表先 石川県政記者クラブ
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①手取川懇談会の設立趣意書

手取川はその源を霊峰白山（標高 2,702ｍ）に発し、石川県の穀倉地帯であ

る加賀平野を潤し、日本海に注ぐ石川県内最大の河川である。その流域は、白山

市、小松市など３市２町にまたがり、石川県の社会・経済・文化の基盤をなして

いる。一方で手取川は、我が国有数の急流河川であり、上流域が白山火山に起因

する非常に風化・侵食を受けやすい地質であること、多雨・多雪地帯であること

などから、過去に洪水被害を繰り返し、昭和 9 年 7 月 11 日に発生した大洪水

では、97 名の人命が奪われるなどの甚大な災害をもたらした。この洪水を契機

として昭和９年１２月より国の直轄事業として河川改修工事に着手し、安全・安

心な地域づくりに貢献してきたところである。

一方、平成９年に河川法が改正され、計画的に河川整備を実施していくため、

河川管理者は河川整備基本方針及び河川整備計画を策定することとされた。これ

に基づき平成 15 年１０月に「手取川水系河川整備基本方針」を、平成１８年１

２月には概ね３０年間の具体的な整備計画をとりまとめた「手取川水系河川整備

計画」が策定されたところである。

今後、手取川の「治水」「利水」「環境」等の河川整備や保全を目的とした事業

については、「手取川水系河川整備基本方針」及び「手取川水系整備計画」に基

づき進めていくことになるが、より適切に事業を進めていくためには、今後とも

様々な専門家の意見・助言を伺っていく必要がある。このため、手取川について

の造詣が深く、「手取川河川整備計画策定」の際にもご意見を頂いた「手取川水

系流域委員会」の専門家と意見交換を行い、今後の事業実施の参考とさせて頂く

ことを目的に設立するものである。
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②「第３回 手取川懇談会」出席者名簿

◇出席予定者：以下１３名（敬称略・専門分野別五十音順）

氏 名 専門分野 所 属

玉井 信行 河川工学 金沢学院大学大学院 教授

佐野 修 自然環境（魚介類） 石川県立自然史資料館

富樫 一次 自然環境（昆虫類） 石川県ふれあい昆虫館 前館長

中村 浩二 自然環境（生態学） 金沢大学自然計測応用研究センター 教授

野崎 英吉 自然環境（哺乳類） 石川県環境部自然保護課 参事

古池 博 自然環境（植 物） 石川県自然史センター 専務理事

中川 耕二 地下水・地質 北陸地盤工学研究会 前会長

藤 則雄 地下水・地質 金沢大学 名誉教授

村島 和男 農業水利 石川県立大学 教授

宮崎 光二 内水面漁業 石川県内水面漁場管理委員会 会長

永井 隆一 地域社会 白山市地域振興公社理事長、石川県砂防協会前会長

長谷川孝徳 歴史・文化・文芸・教育 北陸大学未来創造学部 教授

三田 薫子 歴史・文化・文芸・教育 作 家

◇欠席者

辻本 哲郎 河川工学 名古屋大学大学院 教授

西田 耕豊 地域社会 石川県治水協会会長、川北町長

池本 良子 水 質 金沢大学理工研究域環境デザイン学系 教授

高澤 基 報 道 北國新聞社 代表取締役専務

小堀 幸穂 地域経済 鶴来商工会 副会長

平野 俊也 歴史・文化・文芸・教育 水辺の楽校推進協議会委員長、能美市立寺井図書館長

米田 満 歴史・文化・文芸・教育 白山地域自然保護懇話会 座長


